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令和 6年能登半島と也震

ケアマネ′ギ、ラ片 ヘア・災害ボラン勇″ 活動報告 N03

ダ7声フンセンター千代田 林隆夫

令和 6年 6月 22日 (土)～ 6月 24日 (月 )

石川県輪島市、七罵市

6年6月 21日 (金 )

静岡発 (静岡市美区の特養「晃の国」の職員さん二人と車で出発)

輪島市活動拠点着

宿泊施設I奉動 (輪島港、朝市通り近く)

宿泊施設は1贈が台所と食難 トイレ、2階1番日室が3部屋と洗面台と浴室、トイレカ1ついてい

る 8畳1設:の和室を3人で使用 他の部屋に1よ他ボラガ常アの団体の方ガ始まつている様子

洗濯機がありlЯB「に干されている

6年 6月 22日 (土)

宿泊施設出発

活動拠点到着

日本介護支援専門員協会から朧 れている清罵氏 〔福岡県)と釣

オリエンテーション

調査時の注意事項等につして説明受ける

調査活動開始 (4人で1台の車で出発 2人一組で調査)

清尾氏とペアになり調査活動行う。十数件訪問し8件ほと■日き取り調査を実施

午前中の活動終了 昼休憩

午後の調査活動開始

午前中の続きで10件ほと鵜方問し2～ 3件の聞き取り調査実施

午御 調査活動終了 拠点1涙る

調査票のまとめ (記入嬌れなどチェック)

活動終了

宿や泊施設tコ粟る
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8:00

8:45

9100

12:00

13:00

14:30

15:30

6年 6月 23日 (日 )

宿泊施設出発

活動拠点至u着

オリエンテーション

天候が悪く午前中の調査活動は中止 調査票の入力活動と調査時の持ち物などの準備を行う

輪島市門前町で調査活動を行つていたグテレープも合流し40名以上が集まる。あての木園の細

サ||さんに合う

昼休憩

輪島市の天候は回復傾向で午後は調査活動再開予定

長野、愛知、静岡方面が大雨の予報のため午後の活動には参加せず帰路に就く

七尾駅着  (晃の園の方お二人はそのまま静岡に戻る)

翌日に七尾市の災害ボランテイア活動を申し込んでいたので、災害ボJン:常アセンターを訪れ明

国の活動について確認

七尾駅前のホ刃 Hこ宿泊

6年 6月 24日 (月 )

ホテル発

七尾市災害ポラン:蔵アセンター到着

オリエンテーション 班分け

災害ボランテイア活動開始
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11:30

13:00

14:30

軽トラツクに積まれている災害ごみをあ お儀緩置き場に運びおろす (3みを分別しないと処理

施設で受け取つてくれない場合があるため)。 その後プロックの処理を希望されたお宅に向かい、

プロック等を2tトラックに積む。9人のメンパーで車は4台使用

午前の活動終了 ポラう√イアセンターに戻る

昼休憩

午後の活動開始。大きな木棚の処分を希望されたお宅に向

"。
棚の分解や処理に正具が必

要なため、ボランテイアセンターで調達し持つていく。一部倒壊した家の前に張られたピニーテレシート

を外し、内部の大きな棚をパール等で解体しトラックに積み込む。解体し醐 板の一部は再利用

のためご自宅で保管される

年後の活動終了 ポランi常アセンターに戻る

使用した道具を返却し終了 解散
―

 ‐1  1

15:56

17:20

18:05

21:31

七尾駅発七尾線で金沢に向かう

金沢着 (電車の予約変更を行う)

金沢発新幹線に乗車 帰路に就く

静岡駅着

<活動の感想>

今回の活動は、ダイパーシティ研究会に属し輪島市で支援活動をしている渡嘉敷氏 (静岡市清水河区在住)か踊

を受け参加することになつた。同そ子されたお二人は犠 晃の図褪 曽する社会福祉法人に勤務されてしる方で、こちら2法

人は以前から渡嘉敷氏と交友力fあり、能登半島地震の支援は2月頃から継続的に行つてしるとて灰ことで、日程が舗 たので

法人の車に同乗させていた簿にととなつた。

静岡から車で7時間半、やつと輪島市に到着。途中の道路I試琳聰塔那進んでして、金沢市内からの行程は2時間半ほ

日ご短縮された。私が前回訪問した3月末から3か月ほ雛 過しているよ 外観的には仮設住宅庶 きている註 、解体エ

事が行われていること以外、市内の状況に大きな変化はないよう1輔じられた。仮設住宅は一か所で20軒程度の規模で建

てられており、全体― が狭くこじんまりした印象。平坦な土地力確保できないこと崩憑像された。解体工事もちらほら見か

ける程度で、公買解体が進んでいないとしう報道が納得できる状況。

調査活動は最終盤を迎えており今月末で終了予定。精神保健福祉士、相談支援専門員な恥 々な職種の方が参加し

てし上。3月に参加した時より調査翻 項目油闘よ息こ増えてし上。各市町の判断で項目を追加してしるとのこと。車嚇

台数や住宅日―ンの有無といつた項目もあつた。他の方が実施した吾同査票の入力作業にも携わつたが、発災から半年か経過

し被災された方々の生活力て大きく変化していることを感じる。罹災証明が発行されている方力flよとん贅 、その多くが全壊また

は半壊。不自由な自宅で生活する方、仮般住宅に移られた方、金沢な贄 避難生活をしてして輪島に通つてしヽる方、そして、
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依然として過難所生活している方。それぞれの不安、落胆、喪失感、不安そして行き場のない怒りな動て、各調査票に請まつ

ているようであつた。

様々な状況の違いを内包しながら、地域の方が自分たちの未来の街をもう一度作り上t文いくために、今何が心要なのだ

ろうか。そして外部からの支援はう かかわるべきだろうか。日没の遅い日本海の夕陽を見ながら、遠くからでもそこに関わり続け

ていきたいと願わずIEいられなかつた。

最終の24日 (月 )は七尾市で災害ボランテイアに参加した。事前に和小上で登録と申し込みが必要。七尾市のポラン

元

『

センターは全国からボランティアを受け入れている。朝 8:45にポランティアセンターに集合し、オリエンテーションのあとにマ

ッチングを行い、数名ずつのチームに分かれて活動していく。ニーズlま震災ごみの敵去な9彪先暗子。私が所属したチームは

午前中はプロック塀の撤去、午後は壊れ醐 の徹去を行う。七尾市内も地区により被災し一部壊れている住宅が見られ、災

害ごみが山積みになつている集積場も所々にあつた。この日は40人ほむのポラン:蔵アの方が集まつていた。話を聞いてみると、

宮城県や茨城県な艤 方の方も多く、何度も繰り返し参加し活動を熟知されている
″
猛者

″
もいらつしゃる様子。年齢も下は

高校生から、上はかなり百高齢とみられる方まで様々。皆さん、気持ちよく活動されていて、さわやかな印象を受ける。実際の

活動時間は午前年後合わせても4時間ほ陵 、一日の成果はEネ限られてはいるが、体を動かし汗をかして、少しだけ片付

いた場所を見て被災者の方から感謝の言葉をかけていただくことでもあれtよ また参カロしてみようかとしう思いがわいてくる、そん

な感覚を久し,北)に体感した。
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